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年

頭

ご

挨

拶理
事
長
　
青
　
戸
　
　
　
稔
　

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
旧
年
中
は
皆
様
に
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
、
四
ッ
葉
福
祉
会
を
代
表
し
ま
し

て
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
自
立
支
援
法
に
代
わ
り
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
が
施
行
と
な
り
、

ま
た
こ
の
先
に
は
「
新
会
計
基
準
」
へ
の
移
行
を
控
え
る
な
ど
、
障
が
い
福
祉

を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
大
き
な
転
換
期
の
さ
な
か
に
あ
り
ま
す
。

　
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
以
降
、
一
方
で
は
市
場
原
理
に
則
っ
た
多
種
多
様

な
業
者
の
福
祉
分
野
へ
の
参
入
に
よ
り
、
利
用
者
様
の
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
選
択
肢
は
大
幅
に
増
え
ま
し
た
が
、
他
方
、
社
会
福
祉
法
人
へ
の
風
当

た
り
は
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
現
状
が
あ
り
、
こ
こ
に
き
て
改
め
て

「
社
会
福
祉
法
人
」
た
る
も
の
の
存
在
意
義
と
、
そ
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
る

の
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
法
人
設
立
の
理
念
を
振
り
返
り
、
今
日
に
お
け
る
自
ら

の
役
割
を
明
確
化
し
、
経
営
効
率
化
と
最
良
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
い
う
両

立
を
実
現
し
、
地
域
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
と
い
う
使
命
を
果
た
し
て
い
く

こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
に
は
競
争
社
会
か
ら
切
り
捨
て
ら
れ
る
弱
者
へ
の
配
慮
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
を
基
盤
に
す
る
福
祉
性
、
継
続
性
が
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
相
談

支
援
部
門
を
は
じ
め
と
す
る
職
員
の
専
門
性
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
く
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、根
付
い
て
き
た
こ
れ
ま
で
。
こ
こ
で
今
い
ち
ど
、

職
員
一
同
、
そ
の
使
命
を
再
確
認
し
、
襟
を
正
し
て
自
ら
を
磨
き
、「
こ
れ
か
ら
」

を
歩
ん
で
ゆ
く
福
祉
会
と
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
本
年
も
、
ど
う
ぞ
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

http://www.yotsubaen.or.jp/

　
昨
年
末
12
月
26
日
に
、
大
規
模

修
繕
で
新
し
く
な
っ
た
食
品
加
工

場
で
餅
つ
き
を
行
い
、
杵
と
臼
で

４
斗
（
約
60
㎏
）
の
餅
米
を
つ
き

あ
げ
ま
し
た
。
古
来
、
餅
は
神
祭

な
ど
祝
の
日
の
非
日
常
的
食
べ
物

で
稲
作
農
耕
の
食
文
化
の
一
つ
で

し
た
。
そ
の
餅
を
食
べ
る
事
で
生

命
力
の
再
生
と
補
強
を
願
っ
た
と

の
事
で
す
。
昨
今
、
餅
が
日
常
的

に
あ
り
、
あ
り
が
た
み
も
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、昨
年
12
月
に
は
、

『
和
食
　
日
本
人
の
伝
統
的
食
文

化
』
を
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
伝

統
と
食
文
化
を
伝
え
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ア
ク
テ
ィ
ブ

‘99
食
品
加
工
部
　

長
瀬
　
　
晃

四
ッ
葉
の
風
物
詩
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　去る 10月 12 日、第 25回となる四ッ葉まつりを開催いたしました。

　当日は台風一過の好天で、延べ 1,000 名を超える多数のお客様にお出かけいただきました。

　今年はメインテーマの「実りの秋に感謝して」に加え、「おもてなし」をサブテーマに、職員一同、地域

の皆様への心ばかりの恩返しの気持ちで臨みました。定着した内容に加え、新しいメニューや試みなども多

数盛り込み、ステージもこれまで以上に華やかなものとなりました。

　来園いただいた方たちにも大変好評をいただいたようで、企画責任者として嬉しい限りです。

　本年も皆様のご来園を心からお待ち申し上げております。	 	 　　　四ッ葉園 課長　毛利　勇介

第25回四ッ葉まつりを振り返って授産センターよつば

ふれあいフェスティバル

　改修工事の為、２年間行う事が出来ませんでし

たが、12 月 14 日、クリスマス会を実施すること

が出来ました。

　クリスマス会１週間前頃より、「今年はある

の？」「いつあるの？」と利用者の方々から毎日

のように聞かれ、楽しみにしている様子が伺えて

おりました。

　私自身、入職して３年目であり、クリスマス会

は初めての参加となりました。

　参加してみて、豪華な食事での会食、プレゼント交換や演奏会

など、次々と楽しいイベントがあり、皆様とても満足されていま

した。

四ッ葉園　秋鹿　良輔　

クリスマス会

授産センターよつば

10月12日11月2日

12月13日 12月14日

よつばレンジャーからの

お・も・て・な・し

湖北中の皆さん

あまちゃんテーマで

大盛況♪♪

オ・レ！
大忙し（汗）

職員も演奏に

伝統芸能　石見神楽 ふれあい動物園
子供たちに大人気

みんなで作った

クリスマスツリー

　天候に恵まれ、昨年以上に多くのお客様に足を運んでいただき、大盛況と

なりました。ステージでは、大迫力の太鼓と神楽で魅了、昨年流行した朝ド

ラ「あまちゃん」のテーマが流れてくると和やかに、そして園児の元気一杯

な歌声でお客様も自然と笑顔になられていました。

　お越しいただいたお客様、ボランティア協力やステージ出演いただいた皆

様、本当にありがとうございました。

授産センターよつば サービス管理責任者　大中　信祐　

ハンドベルの演奏会♪

のぞみのケーキを

いただきました

　レクリエーションの時間を利

用してクリスマスパーティーを

行いました。




